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議
長
・
副
議
長 

就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
度
の
改
選

に
よ
り
４
月
臨
時

会
に
於
い
て
、
議

長
に
再
任
さ
れ
ま

し
た
、
齋
藤
正
志

で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
皆
様
へ
謹
ん
で
就
任
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
度
、
議
長
と
い
う
重
責
を
受
け
、
決
意
と
覚

悟
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
柳
津
町
も
過

疎
地
域
と
言
わ
れ
て
久
し
く
、
少
子
化
や
若
者
の
流

失
に
よ
り
人
口
減
少
が
進
み
、
様
々
な
問
題
や
課
題

を
抱
え
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
昨
今
で
は
円
安

や
国
際
的
な
紛
争
に
よ
り
、
経
済
活
動
に
ブ
レ
ー
キ

が
掛
か
り
、
様
々
な
生
産
活
動
に
支
障
が
出
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
私
と
し
て
は
課
題
解
決
に
は
、
若
い

人
達
を
取
り
戻
す
事
で
活
力
を
取
り
戻
し
、
そ
し
て

賑
い
を
取
り
戻
す
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
町
執
行
部
と
協
力
し
、
ま
た
町
民
の
代
表
と

し
て
時
に
は
厳
し
い
意
見
を
申
し
入
れ
、
ス
ピ
ー
ド

感
と
調
和
の
と
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。
町
民
皆
様
に
は
議
会
に
対
す
る
更
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び

に
柳
津
町
の
発
展
と
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に

は
日
頃
よ
り
町
議

会
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
心

か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
度
、
臨
時
会
に
お
い
て
不
肖
、
私
が
議
員
各

位
の
推
挙
を
賜
り
、
副
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
光
栄
に
思
い
ま
す
と

同
時
に
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
日
、
社
会
経
済
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
地
方

経
済
が
低
迷
す
る
中
、
当
町
に
お
い
て
も
厳
し
い
財

政
状
況
を
考
え
ま
す
時
、
議
会
の
果
た
す
役
割
は
大

変
大
き
く
、
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
に
応
え
る

議
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
様
な
中
、
議
会
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
町

民
の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
皆
さ
ん
が
「
ど
の

よ
う
に
考
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
」
を
的
確
に

判
断
し
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
公
平
公
正
を

も
っ
て
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
そ
の
職
責
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
議
会
へ
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議　長
齋 藤　正 志

副議長
伊 藤　 　純
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議 案 審 議

３月定例会審議議案　－主な議案－

令和６年第１回定例会が、３月１日から１２日までの１２日間の会期で行われました。今回
の定例会では、令和６年度当初予算、令和５年度補正予算、条例制定・改正などの３１議案を
審議し、原案どおり可決、承認しました。

●３月定例会後の令和５年度予算額
3月補正後 補正額

一　般　会　計 43億9,386万7千円 ▲1億4,308万5千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 330万 　円 ▲250万 　円

国
保

事 業 勘 定 4億8,705万3千円 ▲604万2千円

施 設 勘 定 5,810万9千円 ▲518万3千円

後 期 高 齢 5,615万1千円 ▲94万3千円

介 護 保 険 6億1,992万6千円 1,743万7千円

簡 易 水 道 3億1,326万4千円 ▲543万6千円

町営スキー場 724万3千円 ▲75万7千円

農業集落排水 9,643万6千円 ▲134万1千円

下 水 道 8,638万6千円 ▲60万8千円

簡 易 排 水 671万5千円 ▲21万5千円

林業集落排水 712万6千円 ▲26万1千円

合　　計 61億3,557万6千円 ▲1億4,893万4千円

柳津町企業版ふるさと納税基金条例の制定
令和５年度より開始された企業版ふるさと納税の寄附金をもとに、地域再生法に規定される「まち・ひと・

しごと創生寄附活用事業」に要する経費の財源に充てる新たな基金を設置するための条例を可決。

柳津町保育所設置条例の一部を改正する条例
柳津保育所の入所児童の定員数を実情に合わせ、１２５名から１００名に変更する条例を可決。

柳津町教育委員会学校教育アドバイザー設置条例の一部を改正する条例
学校教育アドバイザーの通勤費用の支給に関する定めを追加する条例を可決。

柳津町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例　他３件
介護施設における管理基準等を定めた各種法律の改正に合わせた条例の改正を可決。

柳津町介護保険条例の一部を改正する条例
令和６年度から令和８年度までの第９次柳津町介護保険事業計画のうち、介護保険法施行令の改正により

介護保険料の額の改定を行うための改正をする条例を可決。
・介護保険料の基準年額（第５段階）を６４，８００円から６８，２２０円に増額。

また、第１段階は据え置き、第２段階から第９段階までを増額、新たに第１０から１３段階までを設定。

柳津町一般会計補正予算　
ほか10の特別会計の
補正予算

各会計の予算額を左表の額に改
正。
【主なもの】
・企業版ふるさと納税基金積立金
 8,000千円
・町単独の農地等災害復旧費
　（法面崩落補修） 691千円

など

【議員提出議案】
柳津町議会議員の請負の
状況の公表に関する条例の
制定

地方自治法の一部改正により議員
の請負禁止が緩和され、それに必要
な各種報告等に関する条例を制定。
・議員個人が町から請負できる上限

額が会計年度期間内で300万円に
設定された。
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令和６年
第１回定例会 令和６年度当初予算を可決！
一般会計41億4,000万円　特別会計合計11億9,430万円

　前年度比8,770万円（1.6％）の減額↓
新設された公営企業会計の合計は９億252万円

【　新たに開始する事業・重点的に実施する事業を中心に一部ご紹介します　】
予算の詳細につきましては広報やないづVol.673をご覧ください

奥会津伝統保存食文化継承利活用事業
� ２，７７７千円
　急速に失われている
伝統食の継承のため調
査・記録・研究を進め
るとともに、文化価値

の発信により郷土愛の醸成や文化観光の基礎づく
りを進める。　

消火栓新設・
　　　改修事業
　１５，０４０千円
　消火活動の強化
のため
１基の新設工事
４基の改修工事
を実施する。

町営住宅改修事業
　　１１７，９６０千円
　公共施設長寿命化計画に
基づき柳ヶ丘団地１号棟外
壁改修工事を実施する。

自然公園・只見線利活用推進事業
� ９，１３７千円
　ビジターセンター及
び会津柳津駅のリニュ
ーアルオープンに伴う
自然ガイドの養成やツ

アー商品の造成、新駅舎を起点とした只見線の活
性化事業の実施。

奥会津７町村文化施設間連携事業企画展
（仮）再考・斎藤清「会津の冬」展開催事業
� ２，４８９千円
　只見川電源流域振興協議会主催の「奥会津７町
村文化施設間連携事業　奥会津の冬」と連携した
企画展（仮）再考・斎藤清「会津の冬」を実施す
る。　

景観計画策定事業
　　　　３，３００千円

　歴まち計画策定に基づく景観
を活かしたまちづくりを進める
ため町民への普及活動及び景観
計画策定に向けた検討を行う。

ふるさと納税事業
� １９，９４０千円
　返礼品サイトの魅力アップ向上、新規返礼品の
開拓を図る。
　企業版についても寄附額の増加を図る。

当 初 予 算

豊かな心を
育む

まちづくり
健康で
安心して
暮らせる
まちづくり

快適で
うつくしい
まちづくり

活力ある
産業と賑いと
交流のある
まちづくり

協働による
健全で開かれた
まちづくり
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当 初 予 算
令和６年度一般会計歳入（財源別）4,140,000千円

令和６年度特別会計・企業会計予算（５特別会計廃止、２企業会計新設）

町税
407,988

その他
自主財源
706,926

町債
458,200

その他依存財源 160,017

国庫支出金
222,343

県支出金
234,526

地方交付税 1,950,000

【主なその他の自主財源】
・分担金及び負担金　　
・使用料及び手数料　
・財産収入
・寄附金（ふるさと納税など）

【主なその他の依存財源】
・地方譲与税　　　　　　
・地方消費税交付金
・法人事業税交付金
・地方特例交付金

依存財源（73％）

自主財源
（27％）

【単位：千円】

0 200,000 400,000 600,000

【公営企業会計】下水道事業会計

【公営企業会計】簡易水道事業会計

町営スキー場事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計（施設勘定）

国民健康保険特別会計（事業勘定）

土地取得事業特別会計

355,142

547,384

9,300

587,900

60,300

60,000

476,500

300 【単位：千円】

令和６年度一般会計歳出（目的別・性質別） 4,140,000千円

民生費
582,321

総務費
687,076

議会費 60,274

衛生費
134,455

農林水産業費
347,323

商工費
224,971

予備費 22,527

公債費
565,929

災害復旧費
51,386

教育費
450,786

土木費
497,422

消防費
210,604

諸支出金
304,926

【単位：千円】

人件費
848,261

物件費
691,363

維持
補修費
184,702扶助費

118,028

補助費等
660,156

普通建設事業費
588,028

災害
復旧事業費
51,386

公債費
565,929

積立金
26,512

投資及び出資金
172,834

貸付金 23,180
繰出金 187,093

予備費 22,528

【単位：千円】
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 令和６年度

予算特別委員会 質疑
（質疑の一部を抜粋して紹介します）

予算特別委員会

公営企業会計（簡易水道・下水道）
の使用料について

安定経営のための見直しをする

今後、赤字等が見込まれる場合は使用料の増
額も想定されるが、決定の過程について伺う。

令和６年度はこれまでの実績により算出して
いるが、令和７年度に経営戦略の見直しをしな
ければいけない。使用料の見直しでは、令和６
年度中に検討し、方向性を示して行きたい。

Q

A

ごみの分別方法について

軟質プラスチックが追加される

会津若松市の新ごみ処理施設が建設されれ
ば、リサイクルの新システムで対応できるが、
分別についてはどのようになるのか？

今年の４月から２４項目の軟質プラスチック
の回収が追加されるので、広報紙や説明会等で
周知していきたい。

Q

A

国県でもＡＩ活用について検討されている
が、町の対応について伺う。

ＡＩの能力を鵜吞みにせず、導入している自
治体の情報を集めながら、ＤＸ担当課と協議
し、庁内の会議等で検討していく。

オープンＡＩの活用についてQ

有効性を見極め検討A

事業の実施のために人流データの利用価値は
あると思うが、町での活用方法について伺う。

観光客の動向を分析できるため、効果的な観
光施策の立案等に活用できる。事業実施のため
の活用に限定せず、観光担当課と連携して進め
たい。

人流データの活用についてQ

効果的な観光施策の立案A

学校間交流や文化協会、海外派遣事業等にお
いて、近隣三島町との連携強化は検討されたか。

学校の連携については各校の環境を活かすこ
とに重点を置いているため、具体的なことは進
んでいない。文科省の補助事業に近隣市町村と
の共同事業があるので、近隣町村と意見交換等
から実施したい。

近隣町村との文化交流についてQ

意見交換から実施A

新規就農者募集業務委託についてQ
予算が前年度より倍増しているので、その理

由を伺う。

以前より、高齢化等で担い手不足になってお
り、令和５年度は就農者募集の広告掲載やＰＲ
動画の配信、都市部でのイベント開催等を実施
した。令和６年度も補助金を活用して実施して
いきたい。

前年度より継続して発展A

レンタサイクルやシェアサイクルの台数や活
用について伺う。

現在、レンタサイクルを道の駅で７台所有し
ている。三島町の観光交流館とシェアサイクル
し、サイクリング目的の観光客に提供してい
る。さらに、スポーツタイプの電動サイクルを
３台購入し、柳津駅と観光案内所、道の駅の３
ヶ所で乗り捨てできる仕組みを検討していきた
い。

レンタ・シェアサイクル事業についてQ

施設間でシェアサイクルA

保育所のタブレット端末についてQ
昨年度、導入されたタブレット端末の利用状
況は？

柳津保育所に８台、西山保育所に１台設置。
柳津保育所の２台は保育所の入出管理に使用し
ている。その他の端末（西山保育所を含む）は
入所児童の保育生活を記録し、保護者へ配信し
ている。その他、保育士の会議記録や保育記録
にも使用している。

保育記録や保護者への連絡等に
活用A
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〇観光の振興について

Q
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
観
光

産
業
の
進
展
が
欠
か
せ
な
い
が
、

当
町
の
観
光
産
業
振
興
を
ど
う
図

っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
当
町
へ
の
観
光

客
入
込
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
賑
い
を
取
り
戻
せ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
が
、
会
津
柳
津

駅
舎
の
改
修
が
終
わ
り
、
赤
べ
こ

工
房
の
設
置
、
カ
フ
ェ
の
運
営
な

ど
に
よ
り
、
今
後
の
新
た
な
客
層

の
呼
び
込
み
に
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
奥
会
津
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
も
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
基

盤
整
備
に
努
め
、
持
続
可
能
な
観

光
産
業
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

Q
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
今
で
も
台

湾
な
ど
か
ら
根
強
い
人
気

を
誇
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

乗
客
が
柳
津
町
を
素
通
り
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
が
、
滞
在
し
、

宿
泊
し
て
も
ら
え
る
プ
ラ
ン
の
創

設
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
滞
在

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
、

宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
に
つ
い
て
官
民

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
行
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
関
係
団
体
と
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
台
湾
の
大
使
館
と
も
い
う

べ
き
施
設
、
台
北
駐
日
経

済
文
化
代
表
処
が
東
京
に
あ
る
の

で
、
町
長
自
ら
訪
れ
、
町
の
魅
力

に
つ
い
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

う
こ
と
も
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
そ
の
重
要
性
を

非
常
に
感
じ
て
い
る
。
奥

会
津
の
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
、

或
い
は
官
民
一
緒
に
な
っ
て
行
う

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
機
会
を
ぜ
ひ

設
け
て
い
き
た
い
。

Q
誘
客
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
動
機
付
け
に
は
、
地

域
ら
し
さ
を
発
揮
す
る
こ
と
も
大

事
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
町
に
伝

わ
る
伝
統
食
を
、
も
う
１
品
加
え

て
、
お
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う

こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
公
民

館
と
連
携
し
な
が
ら
、
旅

館
や
飲
食
店
組
合
な
ど
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

Q
第
６
次
町
振
興
計
画
の
中

に
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
と
し

て
の
合
宿
の
受
け
入
れ
と
あ
る

が
、
近
年
、
合
宿
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
ま

た
、
合
宿
を
復
活
さ
せ
て
欲
し
い

が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
補
助

金
の
交
付
な
ど
を
行
い
、

合
宿
誘
致
を
進
め
て
い
る
町
村
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
情
報
を
収

集
し
、
町
に
活
用
で
き
る
部
分
、

対
策
し
て
い
け
る
部
分
を
旅
館
組

合
等
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

Q
町
振
興
計
画
の
観
光
客
入

り
込
み
数
90
万
人
、
宿
泊

者
数
３
万
人
と
い
う
令
和
７
年
度

の
目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て

ほ
し
い
が
、
観
光
振
興
に
対
す
る

思
い
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
振
興
計
画
に

定
め
る
３
つ
の
基
本
事
業

を
展
開
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

の
協
力
、
話
し
合
い
を
し
て
目
標

を
達
成
し
て
い
き
た
い
。

（
提
案
）姉
妹
都
市
で
あ
る
出
雲
崎

町
と
の
交
流
促
進
の
た
め
、
道
の

駅
に
出
雲
崎
町
の
物
産
を
取
り
扱

う
コ
ー
ナ
ー
の
創
設
を
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。
出
雲
崎
町
と
の
交

流
が
密
に
深
く
な
る
と
信
じ
て
い

る
。

一 般 質 問

５番　岩渕清幸議員
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A
（
副
町
長
）
新
し
い
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
業
務
量

の
増
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
職
員

数
が
少
し
足
り
な
い
の
で
は
と
考

え
て
い
る
。
事
務
分
掌
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
適
正
と
考
え
て

い
る
。

Q
本
計
画
内
に
は
、
一
般
職

員
と
会
計
年
度
任
用
職
員

の
比
率
の
指
針
や
指
標
が
見
ら
れ

な
い
。
目
安
を
設
定
し
て
い
る
の

か
、
し
て
な
い
の
か
、
理
由
も
併

せ
て
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
会
計
年
度

任
用
職
員
は
主
に
事
務
補

助
で
あ
っ
た
り
、
保
育
士
な
ど
専

門
的
な
業
務
で
あ
り
、
制
度
改
正

に
よ
り
随
時
変
化
し
て
く
る
こ
と

で
必
要
人
数
が
変
わ
っ
て
く
る
の

で
、
設
定
し
て
い
な
い
。

Q
令
和
３
年
度
以
降
の
計
画

が
切
れ
て
い
る
。
更
新
、

再
策
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
、

様
々
な
要
因
が
重
な
り
更
新
策
定

に
至
ら
な
か
っ
た
。

Q
当
町
職
員
及
び
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
採
用
計
画
、

並
び
に
人
材
育
成
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

A
（
町
長
）
町
職
員
に
つ
い

て
は
、
柳
津
町
定
員
管
理

適
正
化
計
画
に
基
づ
き
決
め
て
い

る
。
育
成
方
針
は
、
自
己
啓
発
を

奨
励
、
支
援
し
、
資
質
向
上
、
能

力
開
発
、
政
策
形
成
能
力
向
上
を

図
る
た
め
計
画
的
に
進
め
る
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

中
長
期
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
募

集
し
、
資
格
の
取
得
や
研
修
を
積

極
的
に
行
い
、
力
を
入
れ
て
い
く
。

Q
10
年
目
を
迎
え
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
事
業
、
定
性

的
目
標
ば
か
り
で
定
量
的
目
標
に

欠
け
る
。
採
用
計
画
、
定
住
率
の

目
標
値
設
定
や
活
動
の
数
値
化
を

す
る
こ
と
で
事
業
の
輪
郭
が
は
っ

き
り
し
、
成
果
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
具

体
的
な
目
標
を
設
定
し
活

動
を
数
値
化
す
る
こ
と
は
、
隊
員

の
向
上
心
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
意
識
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
本
事
業
の
取
り
組
み
か
た

次
第
で
は
、
柳
津
町
ご
出

身
で
町
外
県
外
に
出
ら
れ
て
い
る

方
が
戻
っ
て
く
る
き
っ
か
け
に
な

る
と
考
え
て
い
る
が
、
町
長
の
見

解
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
柳
津
に
戻
り
た

い
、
故
郷
で
働
き
た
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
情
報
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
や
計
画
を

つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ

の
制
度
を
Ｕ
タ
ー
ン
に
活
用
し
て

い
く
の
は
有
用
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Q
柳
津
町
定
員
管
理
適
正
化

計
画
が
で
き
た
経
緯
と
趣

旨
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
維
持
に
つ

い
て
は
、
事
務
事
業
や
組

織
機
構
の
見
直
し
、
民
間
委
託
の

推
進
を
図
り
、
町
民
福
祉
の
向
上

と
町
政
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
、
計
画
策
定
を
進
め
て
き
た
。

趣
旨
に
つ
い
て
は
、
山
積
す
る
行

政
課
題
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔

軟
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の

計
画
で
あ
る
。

Q
現
在
、
各
課
の
人
数
と
事

務
分
掌
が
適
切
で
あ
る
の

か
伺
う
。

〇持続可能なまちづくりの体制ついて

Q
大
事
な
計
画
を
後
回
し
に

し
て
い
る
こ
と
自
体
、
組

織
の
人
材
に
対
す
る
姿
勢
と
解
釈

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
是
正

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
人
材
に
対

す
る
重
要
性
を
改
め
、
職

員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

し
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
仕
事
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
町
民
へ
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
。

Q
小
林
町
政
２
期
目
、
改
め

て
足
元
を
固
め
る
こ
と
が

政
策
実
現
に
向
け
肝
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
従
来
の
箱
物
行
政
、
そ

れ
に
類
す
る
思
考
か
ら
、
人
を
大

切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
町
役
場

か
ら
変
革
し
、
政
策
に
反
映
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
る
が
、
町
長
の
お
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
人
材
育
成
の
重

要
性
は
、
日
々
思
っ
て
い

る
。
人
を
育
て
る
こ
と
に
必
要
な

の
は
、
優
れ
た
人
や
物
や
取
組
を

自
分
で
見
て
触
っ
て
感
じ
る
こ
と
。

経
験
値
を
上
げ
、
能
力
を
ア
ッ
プ

し
成
長
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。
人
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
本
当
に
大
事
な
こ
と
だ
と

肝
に
銘
じ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

６番　松村　亮議員
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○移住定住並びに空き家バンクの
　利活用について
○再生可能エネルギーの推進について
〇健康づくり推進事業について
〇文化財の保存・活用について

Q
移
住
定
住
並
び
に
空
き
家

バ
ン
ク
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
基
本
的
な
対
策
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

移
住
者
に
対
し
て
は
、
職
業
紹
介

や
就
業
支
援
、
各
種
補
助
金
制
度

の
活
用
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
両
面
を
意
識
し
て
取
り
組

む
。
定
住
へ
の
取
り
組
み
は
、
住

宅
改
修
や
新
築
時
の
補
助
金
等
に

よ
る
住
環
境
支
援
、
結
婚
新
生
活

支
援
に
よ
る
後
継
者
へ
の
支
援
等

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
施
策

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
活

用
で
き
る
空
き
家
は
改
修

支
援
補
助
を
、
老
朽
化
し
て
使
え

な
い
住
宅
は
除
却
補
助
を
案
内

し
、
積
極
的
な
解
消
を
図
っ
て
い

く
。
移
住
希
望
者
に
と
っ
て
魅
力

的
な
住
宅
が
あ
る
こ
と
は
、
移
住

を
決
意
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
に
つ
い
て
、
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
持

続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
、
地
域

に
お
け
る
水
力
、
太
陽
光
等
の
活

用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
て

い
く
。
地
域
性
と
い
う
も
の
を
考

え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
各

家
庭
に
向
け
て
、
省
エ
ネ

を
意
識
し
た
実
践
可
能
な
環
境
保

全
活
動
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

Q
健
康
づ
く
り
の
具
体
策
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
の
受
診
勧

奨
を
行
う
。
今
後
も
細
や
か
な
指

導
を
進
め
て
行
く
。

Q
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に

つ
い
て
、
今
後
の
対
策
を

伺
う
。

A
（
教
育
長
）
交
流
人
口
・

関
係
人
口
を
増
や
す
観
点

か
ら
、
縄
文
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ

ア
ー
の
実
施
や
伝
統
食
博
覧
会
の

開
催
な
ど
、
体
験
型
ツ
ア
ー
等
、

文
化
財
の
利
活
用
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
を
試
行
し
て
い
る
。

A
（
公
民
館
長
）
文
化
観
光

に
よ
る
経
済
効
果
が
、
文

化
振
興
に
再
投
資
さ
れ
る
好
循
環

を
作
る
と
捉
え
て
い
る
。
国
の
補

助
金
を
活
用
し
、
地
域
振
興
に
つ

な
が
る
文
化
財
利
活
用
に
よ
る
観

光
、
経
済
の
好
循
環
づ
く
り
に
向

け
て
、
関
係
者
と
の
連
携
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q
専
門
的
な
人
材
確
保
、
人

材
育
成
、
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
、
環
境

づ
く
り
が
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
で
も
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。A

（
町
長
）
優
秀
な
人
材
確

保
、
人
材
育
成
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
お
り
、
適
材
適
所

に
配
置
す
る
こ
と
も
非
常
に
大
事

で
あ
る
と
考
え
る
。
職
員
の
能
力

を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
は

職
場
の
環
境
、
体
制
も
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

３番　伊藤　純議員
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議 員 紹 介

柳津町議会 新議員紹介　10人の顔ぶれ

議　会　構　成
令和６年４月２日選任

令和６年３月３１日からの新たな議員の皆さんを紹介します。
（議員番号・氏名・当選回数・行政区）

議　員

議　員

１番 小林 　浩
（１回）砂子原

７番 新井田順一
（３回）小　巻

議　員

議　員

２番 渡邊 俊典
（３回）檀ノ浦

８番 田﨑 信二
（４回）石　坂

議　員

議　員

３番 磯目 泰彦
（３回）安久津

９番 荒明 正一
（５回）大　峯

議　員

議　長

６番 岩渕 清幸
（３回）石　坂

11番 齋藤 正志
（５回）野老沢

議　員

副議長

５番 松村　 亮
（３回） 安久津

10番 伊藤　 純
（３回） 安久津

議   長 齋藤　正志

副 議 長 伊藤　　純

委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務文教常任委員会 磯目　泰彦 小林　　浩 田﨑　信二 荒明　正一 齋藤　正志

産業厚生常任委員会 松村　　亮 渡邊　俊典 岩渕　清幸 新井田 順一 伊藤　　純

広 報 常 任 委 員 会 新井田 順一 小林　　浩 渡邊　俊典 荒明　正一 伊藤　　純

議 会 運 営 委 員 会 岩渕　清幸 田﨑　信二 磯目　泰彦 松村　　亮

会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の議員 田﨑　信二

柳 津 町 監 査 委 員 議 会 選 出 の 議 員 新井田 順一
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議会モニター制度議会モニター制度

〇柳津町議会モニターを募集しております
【目　的】町民からの要望、提言等の意見を聴き、町議会の円滑かつ民主的な運営を推進するため
【資　格】満年齢１８歳以上の町民（町役場職員は除く）で、町議会の仕組みや運営、町政や地域社会

の発展に関心がある方
【職　務】①会議（非公開部分は除く）を傍聴し、会議の運営に関する意見を文書で提出する。
	 ②議会だよりや公式町ホームページ（議会の部分）に関する意見を文書で提出する。
	 ③町議会議員と１年に１回以上の意見交換を行います。
【任　期】１年間（再任可）
【申　込】申込用紙に必要事項をご記入のうえ議会事務局まで提出（随時受付しております）
	 ※用紙は議会事務局へ来ていただくか、町公式ＨＰからもダウンロードできます。

◆お問い合わせは　議会事務局（電話４２－２３９０）まで

　３月４日（月）議員控室にて議長・副議長・総務文教常任委員
長・産業厚生常任委員長と議会モニターの皆さんとの意見交換会
を開催しました。議会を傍聴して感じたことや改善してほしいこ
となど、忌憚のない意見が出されました。

第２回臨時会審議議案　－　主な議案　－

令和６年第２回柳津町議会臨時会が４月２日に開催されました。今回の臨時会では、専決処分の承認
３件（条例改正２件、補正予算１件）、人事、契約の締結の５議案を審議し、原案どおり決定しました。

専決処分の承認を求めることについて（柳津町税条例の一部を改正する条例）
地方税法等の一部改正する法律が６年４月１日から施行されたことにより、柳津町税条例の一部改正

を専決したことを承認。
《主な改正点》 令和５年１２月２２日に令和６年度税制改正の大綱が閣議決定され、令和６年度分の個

人住民税について定額の特別控除が実施されることに伴う条例の改正。

専決処分の承認を求めることについて（柳津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
地方税法施行令等の一部改正により、中間所得層の引き上げ幅などの公平性を図るため、柳津町国民

健康保険税条例の一部改正を専決したことを承認。

専決処分の承認を求めることについて（令和５年度柳津町一般会計補正予算）
監査委員からの予算現額と収入済額及び支出済額の大きな乖離が多く見られるとの指摘に基づき、専

決した令和５年度の一般会計補正予算を承認。

監査委員の選任同意について
議会議員から選出された岩渕清幸氏の任期が３月３０日で満了となったことにより、新たに新井田順

一氏を監査委員に選任することに同意。

除雪機械の購入について
町道五畳敷大成沢線四ッ谷方面の除雪をして

いた車両は購入から３４年が経過し老朽化した
ため、新たな車両を購入する契約締結を可決。

《購入車両》 除雪ドーザ（１１ｔ級）
《契約金額》 １，８７０万円
《契約相手》 会津若松市　コマツ福島㈱会津支店

意見交換会の様子
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監査公表第１号
　令和５年度に監査委員が指摘した事項について、地方自治法第１９９条第１２項の規定に基
づき、柳津町長から次のとおり措置状況の通知があったので同項の規定によりこれを公表する。
　令和６年５月３１日　　　　　　　　　　

柳津町代表監査委員　岩　佐　利　昭

令和５年度 監査委員による指摘事項のうち措置を講じたものの調書（抜粋）

【令和５年７月２０日 決算審査 総務課総務係】
　公文書の取り扱いでは、まだ一部に、決裁年月日や発送年月日の記入が無いものが見られましたの
で、更なる指導をお願いします。

（回答）　令和５年８月２４日開催の調整会議において、各係長へ年月日の記載について各係員への
指導をお願いしました。

【令和５年７月２０日 決算審査 総務課西山支所係】
　町民バス運行業務委託事業では、積算根拠が運行距離によるものとされていますが、距離だけで良
いものか、今後検討願います。

（回答）　通常運行及び予約運行ともに、令和6 年度より積算根拠を運行距離ではなく、運行時間に
見直しました。

【令和５年７月２１日 決算審査 建設課建設係】
　公営住宅の使用料については、滞納額が令和３年度の３０９万２千円から３０１万８千円へと減少
していますが、悪質と思われる滞納者に対しては、時には毅然とした対応で、納付を促してください。

（回答）　滞納者はほぼ固定されており、特別な事情が無い限り、定期的な徴収を実施するとともに、
延滞金がこれ以上増えないよう毎月の使用料と併せた分納誓約を取り交わしております。

連絡の取れない滞納者もいる事から、強固な姿勢で徴収に取り組んでおります。

【令和５年７月２５日 決算審査 町民課住民福祉係】
　高齢者にやさしい住まいづくり助成事業として段差の解消、手すりの設置、洋式トイレへの改修等
で９名に対し、補助がなされております。これまで、工事着工前と工事完了後の確認を職員が直接実
施しておりますが、他の補助事業と同様に写真等での確認を行うことにより、職員の負担軽減が図ら
れますので、今後の検討をお願いいたします。

（回答）　本助成事業での成果確認調査につきましては、ご指摘いただきましたことについて担当課
で検討し、翌月より書類での確認へ変更いたしました。

なお、新規申請者には、実績報告時に工事着工前と工事完了後の写真を添付していただく
よう説明し、事業実施箇所が確実に確認できるようお願いしております。

【令和５年７月２５日 決算審査 町民課保健衛生係】
　国民健康保険税においては、未収金の現年度分が、前年の３倍、３１４万円となっております。こ
れには事情があることと思いますが、更なる滞納額の増加につながることが懸念されますので、関係
課一丸となって、対策をお願いいたします。

（回答）　保険証を短期証とし納税相談の機会を増やすなど、引き続き税務係と連携し、滞納整理に
取り組んで参ります。

監 査 公 表
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【令和５年１０月２４日 定期監査 総務課総務係】
　各種団体等の公金管理については、７１件（土地改良区を除く）ありますが、残額が０円や５年以
上出入金がないものも見受けられます。職員の負担軽減や事故防止の観点からも、極力減らすよう各
課に対して指導願います。

（回答）　各種団体の会計について、統合・整理を促すとともに、不要なものは廃止するよう、庁議
の中で指示しました。

【令和５年１０月２６日 定期監査 教育課学校教育係】
　近年、児童生徒の図書離れが進んでいますので、先生や司書から読書習慣を身につけるために日頃
からの指導をお願いします。

（回答）　図書司書を中心に図書館教育担当教員と連携し、本を手に取りやすい工夫や時節にあわせ
たコーナーの作成など、図書室の読書環境の充実を図りました。

また、朝の読書や読み聞かせ、家読、図書委員会活動による新刊、おすすめの本の紹介、
ポップづくりなど、図書に親しみを持たせる取り組みを年間を通して行いました。

【令和５年１１月１日 定期監査 建設課建設係】
　住宅使用料については、現年度分徴収は高い徴収率ですが、滞納分についてはまだまだ徴収率が低
いことから、滞納を繰り返している入居者に対しては、強い姿勢での徴収に努めてください。
　新たな積算ソフトの習得のため職員研修を実施しているとのことですので、引き続き技術の継承の
ための努力をお願いします。

（回答）　現年度徴収を優先としておりますが、滞納分が嵩むことにより延滞金が発生し、入居者自
身が益々苦しくなる事を分かりやすく説明しながら徴収しております。

悪質な滞納者については、住宅の明け渡し請求も視野に入れた連帯保証人への連絡・相談
を実施し、徴収業務に努めております。

土木工事はもとより建築工事は、その設計や施工に専門的な知識や技術を要します。令和
６年度においては、より専門的な講習の受講を計画しており、積極的に受講し、工事等の発
注に活かして参ります。

【令和５年１１月１日 定期監査 建設課上下水道係】
　進捗率の低い工事については、降雪期を迎え工程管理をしっかり行い、予定内の完了に努めてくだ
さい。
　水道使用料の滞納を繰り返す悪質な利用者には、法に基づき給水停止の措置も視野に対応を検討し
てください。簡易水道使用料、下水道使用料及び農集排使用料の滞納分徴収については、前年よりも
増加しておりますので、更なる徴収に努めてください。

（回答）　相手方の在宅時間を確認し、夜間の徴収も行っております。また、悪質な滞納者や高額滞納者
については、訪問して支払いに応じてもらえなかった場合、給水停止手続きを行い徴収しました。

また、滞納している分を全額払えない方には、分納誓約により定期的に支払いをお願いし
て、分納をしていただいております。

監 査 公 表
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−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和５年第４回定例会以降）（令和５年第４回定例会以降）  −−
 12月11日 柳津町における持続可能な暮らしづくり連携協定式（美術館・議長）
 12月14日 海外派遣事業実行委員会（ふれあい館・議長、総務文教常任委員長）
 12月22日 斎藤清美術館冬季特別企画展オープニングセレモニー（美術館）
 １月４日 四日堂（圓藏寺）
 １月５日 町民年頭賀詞交歓会（町民センター）
 １月６日 町消防団出初式（議長、総務文教常任委員長）
 １月17日 海外派遣事業実行委員会（ふれあい館・議長、総務文教常任委員長）
 １月19日 議会全員協議会・第１回臨時会
 １月24日 町民と議会との懇談会（寺家町・議長、総務文教常任委員）
 １月30日 会津を拓く講演会（会津若松市・議長ほか）
 ２月３日 第４４回会津やないづ冬まつり（道の駅）
  伝統食文化博覧会（ままんま博）（ふれあい館・議長、総務文教常任委員長）
 ２月６日 国道４００号杉峠改良促進期成同盟会、県道柳津昭和線・滝谷桧原線整備促進
  期成同盟会、一級河川只見川河川整備促進期成同盟会要望活動（福島県庁）
 ２月８日～19日 広域市町村圏整備組合議会定例会（会津若松市・広域議員）
 ２月20日 議会全員協議会
 ２月21日 能登半島地震災害支援義援金送金（町議会議員互助会より10万円）
 ２月22日 議会運営委員会
 ２月26日 福島県町村議会議長会定例会及び両沼地方町村議会議長会臨時総会
  （福島市・議長）
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令和６年 第２回定例会 ： ６月５日(水)～６月７日(金)
 《６月５日　午前１０時開会》

・初日は「一般質問」を行います。
・ゆきげ館とふれあい館ではテレビ傍聴できます。次回定例会のお知らせ

議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ 一般質問の映像を、町のホームページから視聴することができます。

町公式ホームページ 町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、見ることができます！
（右のＱＲコードをご利用ください）

広報常任
委 員 会


